
令和８年７月８日現在

（敬称略・五十音順）

1 池島　秀明 一般社団法人横浜市医師会　常任理事 ○

2 石井　泰彦 一般社団法人横浜市薬剤師会　常務理事 ○

3 石黒　梓 鶴見大学短期大学部歯科衛生科 講師 ○

4 板山　重樹 横浜市駒岡地域ケアプラザ　所長 ○

5 久保　進 横浜市保健活動推進員会　会長 ○

6 小杉　禎久 一般社団法人横浜市歯科医師会　専務理事 ○

7 下山　郁子
横浜市心身障害児者を守る会連盟　代表幹事
（横浜重心グループ連絡会～ぱざぱネット～会長）

○

8 鈴木　裕子 国士館大学文学部教育学科　教授（横浜市学校保健審議会委員） ○

9 高橋　明裕 神奈川県産業保健総合支援センター　副所長　 ○

10 二宮　威重 一般社団法人横浜市歯科医師会　常務理事 ○

11 藤田　淳志 一般社団法人横浜市私立保育園こども園園長会　理事 ○

12 山田　恵子 公益社団法人神奈川県栄養士会　理事 ○

13 山本　龍生
神奈川歯科大学 副学長 大学院歯学研究科長
歯学部　社会歯科学系　社会歯科学講座 　口腔衛生分野　教授

○

14 米山　かおる 横浜市食生活等改善推進員協議会　会長　 ○
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「第 3 期健康横浜 21」主要な健康課題（中間目標）ごとのロジックモデル歯科関連項目 
改定について 

１ 要旨 
第３期健康横浜 21 におけるアウトプット／アクティビティ指標は、数多くある取組の

中から、代表的で確実に数値が把握できる指標を設定するとともに、毎年の進捗確認を通
じて、目標達成に資するアクティビティを検討・実施していきます。 
今回、歯科健診及び歯・口腔項目におけるアウトプット／アクティビティ指標につい

て、アウトカムの達成につながりやすくなるよう、指標の見直しを行います。 

２ 改定項目（アウトプット／アクティビティ指標） 
（１）歯・口腔
ア 歯周病予防推進事業に関する指標
（変更前）歯周病予防推進事業参加人数
（変更後）働き・子育て世代：歯周病予防推進事業※1参加人数

障害児・者：障害児・者の歯科口腔保健推進事業※2参加人数 

イ 乳幼児・学齢期の歯科保健に関する指標
（変更前）乳幼児歯科健診受診者数
（変更後）乳幼児期：乳幼児歯科健診受診者数

学齢期：横浜市学校歯科保健事業※3実施校数 

（２）歯科健診
（変更前）歯周病予防事業参加人数
（変更後）歯周病検診受診者数・歯周病予防事業参加人数

※1歯周病予防推進事業：
ライフステージ等に応じた歯周病・むし歯予防に関する講話や口腔ケア指導を地域で実
施し、歯科口腔保健の知識習得と行動変容を促す取組。

※2障害児・者の歯科口腔保健推進事業：
障害児・者を対象に、歯周病・むし歯予防の講話や口腔ケア指導を行い、歯科口腔保健
の知識習得と行動変容を促す取組（障害児者施設での口腔保健教室、啓発事業など）

※3横浜市学校歯科保健事業：
児童生徒を対象に、学校歯科医等と連携してむし歯・歯肉炎予防の指導や歯科保健活動
を実施し、学校における歯科保健の向上を図る取組（学校歯科巡回保健指導、歯みがき
指導、教職員研修 など）
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糖尿病の重症

化の減少

ＨｂＡ1c8.0％

以上の人の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

糖尿病の重症化の減少 1/2
取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標

中間成果
（アウトカム）指標インプット

12歳児でむし歯のない者の割合
むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、

健全な口腔機能の発達支援 乳幼児歯科健診 受診者数子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、
適切に養育ができるよう支援

３歳児でむし歯のない者の割合

しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口
腔

３歳児で４本以上のむし歯のある者の割合

中学生における歯肉に異常のある割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる者の割合

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発 健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業 参加人数
オーラルフレイルを知っている人を増やし、

自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する者の割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、
適切な口腔ケアを行う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

20代～60代における「オーラルフレイル」の言葉を知っている者の割合

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action10
地域のつながりで行う

健康づくり

「口から
食べる」
を維持
する

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー申込事業所数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
今すぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

健診・相談・教室等で栄養バランスのよい食事や食生活に関する啓発 個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

各学校の健康課題（運動、食事、休養、睡眠等）の解決に向けた
取組への協力 学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数

学校、保育所等での給食等を通じて食育の実践 教科等における食に関する指導の実施回数

個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する小・中学生の割合

食に関心をもち、自ら健全な食生活を
実践しようとしている児童生徒の割合

１日３食、
栄養バ
ランスよ
く食べる栄

養
・食
生
活

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

リーフレット配布数「栄養バランスのよい食事」についてわかりやすい媒体での啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

朝食を欠食する若い世代（20～30代）の割合

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を
１日２回以上 ほぼ毎日食べている市民の割合

１日当たりの食塩摂取量の平均値

１日当たりの野菜摂取量の平均値

40～60代女性の肥満（BMI25以上）の者の割合

性別や年代別の特性を踏まえた栄養・食生活に関する啓発
個別栄養相談延べ人数・集団健康教育延べ人数

個別相談や講座等の中で栄養・食生活に関する啓発

身近で多様な生活の場における
イベントや出前講座の参加人数

身近で多様な生活の場におけるイベントや出前講座を通じた
栄養・食生活に関する啓発

家庭で体重を測定する習慣のある者（週に１回以上）の
割合（20歳以上）

適正体
重を維
持する

学生や働き・子育て世代を対象とした啓発の回数学生や働き・子育て世代への栄養・食生活に関する啓発

20～60代男性の肥満（BMI25以上）の者の割合

20～30代女性のやせ（BMI18.5未満）の者の割合

低栄養傾向（BMI20以下）の高齢者（65歳以上）の割合

Action1
職場での健康づくり

Action５
食環境づくり

Acotion10
地域のつながりで行う

健康づくり

Action1
職場での健康づくり

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止

栄養教諭が給食時間の食に関する指導に参画した回数

活動量の増加及び活動の質向上の重要性について啓発
よこはまウォーキングポイント利用者の平均歩数

日常的に歩きたくなる仕組みの創出、きっかけづくり

座りすぎ防止や仕事/家事の合間のストレッチの普及 腰痛予防動画の視聴回数

シェアサイクルの月間利用者数日常や余暇の移動手段として、自転車活用を勧奨

健康のために、健康のために、意識して体を動かしたり運動
したりしている市民の割合

20～64歳で１日の歩数が8,000歩以上の人の割合

日常の
中で「こ
まめに」
動く

元気づくりステーションの参加者数介護予防や社会参加に向けた取組や通いの場の創出

65歳以上で１日の歩数が6,000歩以上の人の割合

座ったり寝転がったりして過ごす時間が長い人の割合

公園等での外遊びや体を動かす遊びの推奨、
スクリーンタイムを減らす必要性の啓発

『公園で遊ぼう ゆうぐで遊ぼう』リーフレット配布数

親子で参加できる体を動かすイベントや講座等の開催 親子で参加する教室の参加者数

乳幼児期の保護者に対する、子どもの成長発達と運動に関する啓発 ３歳児健診受診率

小・中学校への集団健康教育参加者数（区づくり含む）各学校の健康課題の解決に向けた取組への協力

週３回以上、授業以外に運動やスポーツをする子どもの割合

運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合

体を動
かすこを
と楽しむ

運
動

生活習慣病予防に対する運動の効果の普及啓発 よこはまウォーキングポイントアクティブユーザー数

運動の継続と習慣化を促す仕掛けづくり よこはまウォーキングポイントスタンプイベント等参加者数

スポーツイベント開催や周知 市民参加型スポーツイベント支援事業参加者数

ー（R７年度取組なし）自宅でできるトレーニングを推進

20～64歳で１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

65歳以上の１回30分・週２回以上の運動を
１年間継続している者の割合

定期的
に「しっ
かり」
運動す
る健康経営認証事業所のよこはまウォーキングポイント参加数企業が実施する運動・スポーツ事業の支援

インクルーシブスポーツ推進事業参加者数インクルーシブスポーツの推進

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

働き・子育て世代：歯周病予防推進事業
参加人数

障害児・者：障害児・者の歯科口腔保健
推進事業参加人数

乳幼児期：乳幼児歯科健診受診者数
学齢期：横浜市学校歯科保健事業実施校数
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環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

喫煙・受動喫煙

の減少

COPDの年齢

調整死亡率の

減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

喫煙・受動喫煙の減少

店舗の巡回や会議等での法の周知、職場での相談対応 食品衛生責任者講習会参加者数
喫煙スポットでの巡回・啓発の実施、屋外灰皿等の管理者に配慮の依頼 通報対応件数（屋外）

公園をはじめとした子どもの利用が多い公共の場所での
受動喫煙防止啓発の強化 受動喫煙による健康被害に関する事業実施回数

家庭向けチラシ配布数家庭内や子どもの受動喫煙防止について啓発

非喫煙者のうち日常生活の中で受動喫煙
の機会を有する者の割合

あらゆる場において市
民が受動喫煙をする機

会を減らす

受
動
喫

煙
防
止

Action６
禁煙支援

・受動喫煙防止

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標
中間成果

（アウトカム）指標インプット

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり 健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」
セミナー申込事業所数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援 未成年の保護者及び妊婦と
その家族への禁煙啓発の実施回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育の参加人数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率タバコの害を学ぶ・吸い始
めない

入手しやすい方法で、歯や口腔の健康に関する情報を啓発 「歯周病予防推進事業」参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

「健康経営歯科出前講座」参加人数

歯科疾患と生活習慣病をはじめとした全身疾患との関係性の啓発 「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援の参加人数 妊婦歯科健診受診率

20～60代における過去１年間の歯科健診受診率
定期的に
歯のチェッ

ク

歯
科
健
診

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止

市国保の特定健診の自己負担額を無料化継続 ー （指標なし）

市国保加入者への個別通知送付、未受診者への個別勧奨 ・対象者への受診券の発送
・未受診者の特性に合わせた受診勧奨通知送付者数

健診の意義や結果の見方の普及、各区のイベント等を活用した啓発 横浜健康経営認証事業における専門職派遣
「健診結果の見方」実施数

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数地域・職域連携による健診受診後の保健指導の啓発

特定健診受診率
(40歳以上の横浜市国民健康保険加入者）

75歳の市健康診査の受診率

１年に１回
健診を受

ける

健
康
診
査 糖尿病性腎症重症化予防事業での対象者への勧奨率健診データを生かした保健指導の実施

ー（R７取組なし）デジタル技術を活用した健診の受診勧奨や健診結果等に基づく情報発信

「一体的実施事業」における対象者数健康づくりや介護予防に向けた健診データの利活用を推進

横浜市健康診査受診者数横浜市健康診査の受診勧奨を強化

Action1
職場での健康づくり

Action7
健康状態の見える化と

行動変容の促進

Action１0
地域のつながりで行う

健康づくり

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援延べ実施者数・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数

「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げない

ための取組

歯周病検診受診者数
歯周病予防事業参加人数



環境の改善健康に望ましい行動を取りやすくする環境づくり

生活習慣病の予防や重症化予防の取組

歯周病の予防

と改善

40歳以上にお

ける歯周炎を

有する者の

割合の減少

生活習慣の改善に向けた取組 生活習慣の改善・意識や行動の変化

入手しやすい方法で、歯や口腔の健康に関する情報を啓発 「歯周病予防推進事業」参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発

「健康経営歯科出前講座」参加人数

歯科疾患と生活習慣病をはじめとした全身疾患との関係性の啓発 「糖尿病等の重症化予防事業」集団支援の参加人数 妊婦歯科健康診査受診率

20代～60代における過去１年間に
歯科健診を受けた者の割合定期的に

歯のチェッ
ク

歯
科
健
診

歯周病の予防と改善

横浜健康経営認証制度を活用して、健康経営について啓発 健康経営概念の普及等のセミナー開催回数

小規模の事業所も従業員の健康づくりに取り組みやすくなる
健康づくりの情報発信やコンテンツ提供

働き世代向け健康づくり啓発媒体
（睡眠・飲酒・ストレス対処）掲載HP閲覧数

民間企業等と連携した市内事業所向けの
健康講座（運動、食生活、歯科等）の実施

横浜健康経営認証事業における専門職派遣実施総数

横浜健康経営認証

新規認証事業所数（累計）

健康状態の改善を感じている

横浜健康経営認証クラスAA、AAA

認証事業所の割合

・健康経営に取り組む
事業所を増やす

・健康経営の取組により
従業員の健康状態が改善した

と感じる事業所を増やす

職
場
の
環

境
づ
く
り

Action１
職場での健康づくり

取組 目標（アウトカム）アウトプット/アクティビティ指標 直接成果（アウトカム）指標
中間成果

（アウトカム）指標インプット

12歳児でむし歯のない者の割合
むし歯、歯肉炎の予防やよく噛んで食べる等の啓発、

健全な口腔機能の発達支援 乳幼児歯科健診 受診者数子どもの生活環境や健康状態、養育者の状況を把握し、
適切に養育ができるよう支援

３歳児でむし歯のない者の割合
しっかり噛んで
食後は歯みがき

歯
・口
腔

３歳児で４本以上のむし歯のある者の割合

中学生における歯肉に異常のある者の割合

50歳以上におけるなんでも噛んで食べることができる者の割合

むし歯や歯周病予防のため、
適切なセルフケアをする習慣が身につくよう啓発

歯周病予防推進事業 参加人数

学生や働き世代への口腔ケアの重要性等、
各世代に応じた必要な情報の啓発 健康経営歯科出前講座 参加人数

オーラルフレイル予防推進事業 参加人数
オーラルフレイルを知っている人を増やし、

自ら口腔機能の維持向上に取り組めるよう啓発

20歳以上における未処置歯を有する者の割合歯の喪失や加齢等による口腔状況の変化に応じて、
適切な口腔ケアを行う習慣が身に付くよう啓発

40歳以上における自分の歯が19歯以下の者の割合

80歳で20歯以上の自分の歯を有する者の割合

20代～60代における「オーラルフレイル」の言葉を知っている者の割合

「口から
食べる」
を維持
する

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action10
地域のつながりで行う

健康づくり

Action1
職場での健康づくり

治療継続や重症化予防の生活習慣改善の個別・集団指導
「糖尿病等の重症化予防事業」

個別支援延べ実施者数・集団支援の延べ参加者数

正しい知識の普及啓発、妊娠糖尿病や合併症予防啓発 糖尿病予防の啓発人数

経済面含め様々な状況にある人へ健診・受診勧奨・健康相談実施
「生保受給者等健康支援事業」

健診受診勧奨者数・保健指導者数

「糖尿病等の重症化予防事業」個別支援・集団支援の延べ参加者数慢性疾患を有する人が安全安心に身体活動を行えるよう啓発

HbA1cの名称と意味を知っている人の割合

糖尿病と診断された人の治療継続者の割合

検査結果に

応じた生活

習慣の改善・

早期受診・

治療継続

糖
尿
病
等

の
疾
患

Action8
糖尿病等の重症化予防

Action9
健康格差を広げない

ための取組

Action1
職場での健康づくり

Action３
青年期からの意識啓発

Action6
禁煙支援・受動喫煙防

止

喫
煙

職場の力を活用した禁煙チャレンジの支援
横浜健康経営認証事業における専門職派遣

「禁煙チャレンジ支援」実施事業所数

禁煙にチャレンジしやすい風土づくり
健康経営認証事業所向け「禁煙チャレンジ支援」

セミナー申込事業所数

生活に変化のある機会を捉えた周知・情報提供 高校生・大学生・保護者・妊婦と
その家族向けチラシ配布数

喫煙者のうちタバコを
いますぐやめたい人の割合

20歳以上の喫煙率

禁煙チャレンジ

20歳未満と同居する人への禁煙支援 未成年の保護者及び妊婦と
その家族への禁煙啓発の実施回数

受動喫煙による健康被害の啓発 受動喫煙による健康被害に関する事業 実施回数

20歳未満への喫煙防止教育 小・中・高・大学への喫煙防止教育の参加人数

20歳未満と同居する者の喫煙率

20代の喫煙率タバコの害を学ぶ・吸い始
めない

働き・子育て世代：歯周病予防推進事業
参加人数

障害児・者：障害児・者の歯科口腔保健
推進事業参加人数

乳幼児期：乳幼児歯科健診受診者数
学齢期：横浜市学校歯科保健事業実

施校数

歯周病検診受診者数
歯周病予防事業参加人数



横浜市歯科口腔保健推進計画に基づく主な取組（横浜市）

No

ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
・
対

象
像

担当局・課 令和７年度取組計画 令和７年度実績
令和８年度取組計画

（令和７年度からの変更点は下線）

1 こども青少年局地域子育て支援課

母子健康手帳交付時の面接や、妊婦への個別相談、初めて親と
なる養育者を対象にした健康教育等で、妊娠中の口腔ケアの重
要性や、家族の歯と口腔の健康づくりに関心が持てるよう、正
しい知識の普及啓発。妊婦歯科健康診査の周知のためのパマト
コの活用。妊婦歯科健康診査の質の向上を図るために結果票を
改訂。

母子健康手帳交付時の面接（令和７年出生数：21,831人）や、
妊婦への個別相談（令和７年度妊産婦歯科相談実績：37人）、
初めて親となる養育者を対象にした健康教育等（令和７年度両
親教室実績：母親2,178人・パートナー956人、計3,134人）で
の普及啓発を行った。11月からパマトコの自動配信メッセージ
で妊婦歯科健康診査を周知した（妊娠週数８週及び20週の２
回）。妊婦歯科健康診査の質の向上を図るために結果票を改訂
した（令和７年度結果票印刷数：30,000枚）。

母子健康手帳交付時の面接や、妊婦への個別相談、初めて親と
なる養育者を対象にした健康教育等で、妊娠中の口腔ケアの重
要性や、家族の歯と口腔の健康づくりに関心が持てるよう、正
しい知識の普及啓発。妊婦歯科健康診査の周知のためのパマト
コの活用。外国世帯向けに外国語版やわかりやすい版のリーフ
レットの作成。妊産婦の歯と口の健康に対する意識の把握のた
めにアンケート調査を実施。

2 こども青少年局地域子育て支援課
産婦人科の受診等の機会にあわせた妊婦歯科健康診査の受診の
必要性や、かかりつけ歯科医を持つことの重要性の啓発。

市内の産科医療機関に妊婦歯科健康診査のリーフレットの配架
を依頼した（令和７年度協力医療機関数：169施設）。

産婦人科の受診等の機会に産科医からの妊婦歯科健診の勧奨に
つながるよう産科医向けに啓発を実施。

3 こども青少年局地域子育て支援課
乳幼児歯科相談で児の歯や口腔について心配ごとのある養育者
を対象に保健指導の実施。

乳幼児歯科相談で児の歯や口腔について心配ごとのある養育者
を対象に保健指導の実施した（令和７年度乳幼児歯科相談実施
数：1,157人）。

乳幼児歯科相談で児の歯や口腔について心配ごとのある養育者
を対象に保健指導の実施。

4 こども青少年局地域子育て支援課
１歳６か月児健診で、むし歯のリスクがある児またはむし歯を
有する児の養育者を対象に、教室・歯科健診等、継続的な口腔
ケアの支援や健全な口腔機能の発達について助言。

１歳６か月児健診で、むし歯のリスクがある児またはむし歯を
有する児の養育者を対象に、教室・歯科健診等、継続的な口腔
ケアの支援や健全な口腔機能の発達について助言した（令和７
年度事後教室実績：246回・2,320人、経過歯科健診実績：340
回・4,157人）。

引き続き乳幼児期（１歳６か月児・３歳児）において歯科健診
を実施。１歳６か月児健診で、むし歯のリスクがある児または
むし歯を有する児の養育者を対象に、教室・歯科健診等で継続
的な口腔ケアの支援や健全な口腔機能の発達について助言。更
なるう蝕罹患率の改善に向けて歯科医師会と連携し、かかりつ
け歯科医の定着につながるよう啓発を実施するとともに健診受
診者全数にう蝕活動性試験の結果を通知。母子保健業務への理
解を深め意欲を高めるよう職員向けに研修の実施。母子保健施
策の効率的・効果的な推進に向けた母子保健ＤＸ推進の検討と
ＥＢＰＭの視点に基づく業務推進。

5 こども青少年局地域子育て支援課
地域子育て支援拠点等で対象の月齢に合わせた、むし歯予防な
どの健康教育の実施。

地域子育て支援拠点等で対象の月齢に合わせた、むし歯予防な
どの健康教育を実施した（令和７年度健康教育受講者数：
12,446人）。

地域子育て支援拠点等で対象の月齢に合わせた、むし歯予防な
どの健康教育の実施。

6 こども青少年局保育・教育支援課
保育・教育施設に入所している児童の歯科健診や、施設職員を
対象とした口腔疾患予防や口腔機能等に関する研修の実施。

①乳幼児の健やかな成長を促すことを目的に、保育・教育施設
に入所している児童に対して、各保育・教育施設で歯科健診と
歯の保健指導等を実施。（年2回）
◎受診率：1回目91.2%　2回目88.8%（歯科健診報告の提出が
あった園の集計）

②歯科保健の充実を図ることを目的として、保育・教育施設職
員対象の歯科研修を実施。
◎「乳幼児保健研修」
10月2日開催　105名参加
昭和医科大学歯学部口腔衛生学講座　教授　弘中祥司氏
による研修

◎「口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研修」
10月23日開催　64名参加
歯科医師会（歯科医師・歯科衛生士・管理栄養士)による
講義、実技を含めた研修

保育・教育施設に入所している児童の歯科健診や、施設職員を
対象とした口腔疾患予防や口腔機能等に関する研修の実施。

7
乳幼児・
学齢期

こども青少年局地域子育て支援課

西部及び北部児童相談所（R6は中央および南部）の職員を対象
に歯科健康教育を実施し、むし歯の成り立ちから予防対策とし
て間食習慣や口腔ケアを啓発。
※学齢期の児童の担当職員を含む。

西部及び北部児童相談所の職員を対象に歯科健康教育を実施し
た（令和７年度職員研修受講者数：42人）。

児童相談所の職員を対象に歯科健康教育を実施し、むし歯の成
り立ちから予防対策として間食習慣や口腔ケアを啓発。
※学齢期の児童の担当職員を含む。

8 学齢期 教育委員会事務局人権健康教育課
むし歯や歯肉炎予防に自ら取り組める力を育てるため、歯科衛
生士による児童・生徒への巡回指導。

歯科衛生士による児童・生徒への巡回指導を実施。　　(むし歯
予防巡回実績：小学校209校、中学校41校、高等学校３校、特
別支援学校14校　歯肉炎予防巡回実績：小学校107校、中学校
45校、高等学校４校、特別支援学校２校)

むし歯や歯肉炎予防に自ら取り組める力を育てるため、歯科衛
生士による児童・生徒への巡回指導。

9 泉区 ― ―
踊場地域ケアプラザにおける定時制高校生への居場所づくりを
活用した、地域歯科医による歯科健診・相談の実施。

10 泉区 ― ―
フェリス女学院大学と連携した、大学生への歯科・口腔衛生教
育の実施。

11 健康福祉局健康推進課

啓発動画等を用いて情報発信を行い、アウトリーチアプローチ
として大学・専修学校等に対して健康教育や、ターゲット層と
同世代である専門学校の学生の意見を取り入れ、ポスターやデ
ジタルサイネージ広告のデザインを作成し、より効果的な啓発
を行う。

アウトリーチアプローチとして大学に対して健康教育を行い、
個別アプローチができない層に啓発動画等を用いて情報発信を
行った。また、ターゲット層と同世代である専門学校の学生の
意見を取り入れ、ポスターやデジタルサイネージ広告のデザイ
ンを作成した。鶴見区大学祭等での健康教育を実施した。

インターネット上で情報を得る機会が多いことから、SNS等を
活用した情報発信（広告媒体）を行うとともに、本市ウェブ
ページの充実化をはかります。また、移動手段でも情報が目に
触れるよう、駅でのデジタルサイネージ広告での情報発信も行
う。

12 健康福祉局健康推進課

親子の集いの場や乳幼児の健診を活用した歯周病予防啓発、横
浜健康経営認証制度等を通じた事業所との連携、大学や専修学
校と連携した、歯周病やオーラルフレイル予防の重要性の啓
発。

学校や事業所等と連携した、学生や働き世代への適切なセルフ
ケアの方法や重要性等、世代に応じた健康教育を実施。（令和
７年度歯周病予防啓発実施回数（講話・口腔ケア）1,028回）

親子の集いの場や乳幼児の健診を活用した歯周病予防啓発、横
浜健康経営認証制度等を通じた事業所との連携、大学や専修学
校と連携した、歯周病やオーラルフレイル予防の重要性の啓
発。

13 健康福祉局健康推進課
糖尿病等の生活習慣病対策の健康教室での全身疾患と歯科疾患
の関係性の啓発や、生活習慣病のハイリスク者への歯科受診の
勧奨。

糖尿病等の生活習慣病対策の健康教室や、生活習慣病個別相談
での全身疾患と歯科疾患の関係性の啓発を重症化予防事業、健
康支援事業にて実施した。（令和7年度：個別支援 166名、集
団支援　16回 175名）

糖尿病等の生活習慣病対策の健康教室での全身疾患と歯科疾患
の関係性の啓発や、生活習慣病のハイリスク者への歯科受診の
勧奨。

14 健康福祉局健康推進課
歯周病の予防と早期発見を目的に「横浜市歯周病検診」を実
施。令和７年４月１日から新たに満20歳、30歳を対象年齢に追
加。また、「横浜市歯周病検診」の周知用動画を新たに作成。

令和７年４月１日から新たに満20歳、30歳を対象年齢に追加
し、「横浜市歯周病検診」の周知用動画を新たに作成した。※
令和7年度歯周病健診受診者数は現在集計中

歯周病の予防と早期発見を目的に「横浜市歯周病検診」を実
施。令和８年度は、新たに満20歳の方へ個別勧奨通知（ハガ
キ）を送付して、受診勧奨を強化。

15 健康福祉局地域包括ケア推進課
庁内外の関係機関や関係団体等と連携した、オーラルフレイル
予防や口腔機能の向上についての普及啓発。

オーラルフレイル予防や口腔機能の向上について、局、各区、
包括支援センターで講座やイベント等において計150回、6007
人に対し普及啓発を実施。

地域の介護予防活動グループ等に対する口腔機能向上に関する
プログラムの実施。事業所、関係機関等と連携した主に高齢者
に対するオーラルフレイル予防の普及啓発。

16 健康福祉局健康推進課
地域の介護予防活動グループ等の団体や、事業所、関係機関等
と連携したオーラルフレイル予防の普及啓発。

各区の歯科衛生士が高齢者や地域人材に対しオーラルフレイル
予防の啓発を実施し、関係団体と連携した取組を継続した。
（令和７年度実績数281回）

地域の介護予防活動グループ等の団体や、事業所、関係機関等
と連携したオーラルフレイル予防の普及啓発。

17 健康福祉局健康推進課
生活習慣病、介護予防等の観点や療養上の保健指導が必要な人
の自宅に訪問し、本人、家族や介護者を対象に在宅での口腔ケ
ア等の歯科保健指導。

口腔保健指導が必要な対象者に、歯科衛生士が家庭訪問を実施
し口腔指導を行った（令和7年度：延べ14回）。また実務検討会
を3回実施した。

生活習慣病、介護予防等の観点や療養上の保健指導が必要な人
の自宅に訪問し、本人、家族や介護者を対象に在宅での口腔ケ
ア等の歯科保健指導。

18 健康福祉局高齢在宅支援課
通院が困難な在宅高齢者を対象とした、訪問歯科健診（歯科医
師による歯科健診および歯科衛生士による歯科保健指導）を行
い、口腔疾患の早期対応および口腔機能の改善を図る

通院が困難な在宅高齢者を対象とした、訪問歯科健診（歯科医
師による歯科健診および歯科衛生士による歯科保健指導）を
行った（418件）

通院が困難な在宅高齢者を対象とした、訪問歯科健診（歯科医
師による歯科健診および歯科衛生士による歯科保健指導）を行
い、口腔疾患の早期対応および口腔機能の改善を図る

19 健康福祉局障害施設サービス課
 障害者施設で働く看護師や支援員等を対象とした、利用者の摂
食嚥下や口腔ケアに関する巡回相談及び研修の実施。

巡回相談を希望する障害者地域活動ホーム等に、訪問歯科医師
を派遣し、摂食嚥下等の指導を実施した(令和７年度：12施
設)。また、看護師等のための口腔機能管理に関する研修事業と
して、基調講演及びグループワークを実施した(令和８年３
月)。

障害者施設で働く看護師や支援員等を対象とした、利用者の摂
食嚥下や口腔ケアに関する巡回相談及び研修の実施。

20 健康福祉局健康推進課
障害福祉の関係機関・団体等と連携し、本人、家族や介護者に
対する歯と口腔の健康の重要性や、特性に応じた歯科口腔保健
の正しい知識の普及啓発。

各区で障害児・者や支援者への集団健康教育を実施するととも
に、歯科専門職向け研修等により支援体制の強化を図った。令
和７年度は歯科衛生士向けに手順書や視覚教材を作成し、取組
の充実を図った（実績52回）。

障害福祉の関係機関・団体等と連携し、本人、家族や介護者に
対する歯と口腔の健康の重要性や、特性に応じた歯科口腔保健
の正しい知識の普及啓発。令和８年度は、令和７年度作成の手
引書・視覚教材を活用し、障害福祉施設での健康教育を推進す
るとともに、啓発資料としてわかりやすいパンフレットを作成
する。

21 災害 健康福祉局健康推進課
歯周病やオーラルフレイル予防等の健康教育において、災害時
の口腔ケアの重要性や、口腔ケア用品の準備について普及啓
発。

災害時における口腔ケアの啓発を、区での歯周病やオーラルフ
レイル予防に関する健康教育の中で実施した。（令和7年度実績
41回　1,267名）

歯周病やオーラルフレイル予防等の健康教育において、災害時
の口腔ケアの重要性や、口腔ケア用品の準備について普及啓
発。

22 泉区
区の歯科医師会と連携し、区内の歯科医院の地図を掲載した歯
科健診受診勧奨リーフレットの作成と普及啓発

乳幼児期から高齢期までの全世代を対象とした、歯科定期健診
受診勧奨の啓発を目的とした教材兼区内歯科医院地図のリーフ
レットを作成した（令和７年度印刷数：500部）

区の歯科医師会と連携し、区内の歯科医院の地図を掲載した歯
科健診受診勧奨リーフレットの作成と普及啓発

23 共通
関係機関・団体等の連絡会等の場での情報共有や情報発信・意
見交換。

市歯科医師会と歯と口の健康週間実行委員会等で情報共有・意
見交換を行う（健康福祉局健康推進課）。

関係機関・団体等の連絡会等の場での情報共有や情報発信・意
見交換。

24 共通
やさしい日本語や多言語版の歯科口腔保健に関するリーフレッ
トの作成。

やさしい日本語や多言語版の歯科口腔保健に関するリーフレッ
トの作成。

25 共通
市における各歯科健診の結果や、意識調査等による歯科口腔保
健の実態、県や国等が有するデータを活用した本市の課題抽出
とニーズの把握。

令和６年度歯周病健診結果の分析による年代・経年ごとの口腔
保健状態の比較およびインターネット調査により２０－６０歳
の横浜市民口腔保健行動の調査を実施（健康福祉局健康推進
課）。

市における各歯科健診の結果や、意識調査等による歯科口腔保
健の実態、県や国等が有するデータを活用した本市の課題抽出
とニーズの把握。
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関係機関・団体名 令和７年度取組計画 令和７年度実績

1
横浜市保健活動推進
員会

子育て支援の場において妊娠中の口腔ケアの大
切さを伝える。

赤ちゃん教室の場で妊娠中の口腔ケアが大切で
あることを伝えた。

2 横浜市歯科医師会

横浜市妊婦歯科健康診査事業に協力し、妊婦歯
科健診を会員歯科診療所にて実施するほか、実
施歯科医療機関の増加、健診受診率の向上に取
り組む。

直近のデータでは妊婦歯科健診受診率は４５.
８％と着実に受診率が向上した。また新規実施
医療機関研修会を行政と共に開催した。

横浜市妊婦歯科健康診査事業に協力し、妊婦
歯科健診を会員歯科診療所にて実施するほ
か、実施歯科医療機関の増加、健診受診率及
び質の向上に取り組む。

3 横浜市歯科医師会
行政が実施する歯科医師を対象とした妊婦歯科
健康診査事業研修に講師の派遣等を行う。

健診医の質の維持、向上を目的に２年に１回行
われるスキルアップ研修会を開催した。

行政が実施する歯科医師を対象とした妊婦歯
科健康診
査事業研修に講師の派遣等を行う。

4 横浜市歯科医師会

妊娠中の歯周病の罹患や増悪は、早産や低体重
児出生リスクを高めることから、妊娠中の口腔
内を健全に保つことを目的に歯科口腔保健指導
を会員歯科診療所等にて実施する。

妊娠時の口腔内環境を健康に保つことを目的に
早産や低体重時出生のリスク、またブラッシン
グ指導などを会員実施医療機関診療所等で実施
した。

妊婦歯科健診時や妊婦への診療時に「妊娠中
の歯周病の罹患や増悪は、早産や低体重児出
生リスクを高めることから、妊娠中の口腔内
を健全に保つことが重要であることの啓発」
また「自身や次世代への健康意識が高まって
いる妊娠期に、直接、歯・お口の健康のため
に今から取り組めることの啓発ができる場」
として歯科口腔保健指導を会員歯科診療所等
にて実施する。

5 横浜市歯科医師会
本会が運営するサイト「教えて！めばえちゃん
こどもの歯の応援室」を通して妊娠期の歯科口
腔保健の啓発活動を実施する。

「教えて！めばえちゃん」ホームページにて、
妊娠期における口腔内の悩みやよくある質問を
掲載することにより、妊娠期における口腔の健
康維持に寄与している

本会が運営するサイト「教えて！めばえちゃ
ん こどもの歯の応援室」のアップデートを
行い、妊婦やパートナーにとってより有益な
情報を見やすい形で発信する。

6
横浜市食生活等改善
推進員協議会

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対
し「よく嚙んで食べることの大切さ」を伝え
る。

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対
し「よく嚙んで食べることの大切さ」を伝え
た。

7
横浜市駒岡地域ケア
プラザ

ままほっとるーむ自体が参加者が少なくなって
しまったため、活動が休止となった。令和７年
度は乳幼児期に関しての取り組みは予定してい
ない。

駒岡地域ケアプラザにおいては、令和7年度の乳
幼児期に関しての取り組みは行っていません。

8
横浜市保健活動推進
員会

子育て支援の場において、こどもの口腔ケアの
必要性を伝える。

三歳児健診及び親子健康フェスタの場で両親に
こども口腔ケアが大切であることを伝えた。

9 横浜市歯科医師会

区の福祉保健センターで実施される1歳６か月児
及び3歳児の乳幼児歯科健診、保育・教育施設に
おける歯科健診や歯科口腔保健指導・教育、会
員歯科診療所での診療を通して健全な口腔機能
の発達支援、むし歯や歯肉炎等口腔疾患の予防
を図る。

区の福祉保健センターで実施される乳幼児歯科
健診事業、保育・教育施設における歯科健診や
歯科口腔保健指導・教育、会員歯科診療所での
診療を通して健全な口腔機能の発達支援、むし
歯や歯肉炎等口腔疾患の予防を図った。

区の福祉保健センターで実施される1歳６か
月児及び3歳児の乳幼児歯科健診、保育・教
育施設における歯科健診や歯科口腔保健指
導・教育、会員歯科診療所での診療を通して
健全な口腔機能の発達支援、むし歯や歯肉炎
等口腔疾患の予防を図る。地区の特性（人口
構成、世帯構成、外国人世帯など）にも配慮
した事業の充実を図る

10 横浜市歯科医師会

「歯科健診乳幼児健康診査歯科健診マニュアル
第2版」をもとに統一した見解での歯科健診の実
施を図る。また、保育所入所児童の健診に携わ
る歯科医師の育成を目的に「横浜市保育所等入
所児童歯科健診事業健診医研修会」を市と協力
し実施する。

歯科健診乳幼児健康診査歯科健診マニュアル第2
版を階委員歯科診療所へ配布、また各区福祉保
健センターにも常備することにより共通の見解
での歯科健診実施がした。また保育所等入所児
童歯科健診においては今年度も市と協力し実施
した。

「歯科健診乳幼児健康診査歯科健診マニュア
ル第2版」をもとに統一した見解での歯科健
診の実施を図る。また、保育所入所児童の健
診に携わる歯科医師の育成を目的に「横浜市
保育所等入所児童歯科健診事業健診医研修
会」を市と協力し実施する。

11 横浜市歯科医師会
本会が運営するサイト「教えて！めばえちゃん
こどもの歯の応援室」を通して乳幼児期の歯科
口腔保健の啓発活動を実施する。

「教えて！めばえちゃん」をアップデートする
ことにより、市民に対してより多くの情報を発
信することができた。

本会が運営するサイト「教えて！めばえちゃ
ん こどもの歯の応援室」を通して乳幼児期
の歯科口腔保健の啓発活動を実施する

12 横浜市歯科医師会

歯科健診、診療を通して児童虐待の早期発見に
つとめているほか、会員歯科医師に対して児童
虐待に関する啓発をおこなうことで、乳幼児の
健やかな成長を支える。また、会員歯科医師を
対象に「BEAMS研修(医療機関向け虐待対応ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ)Stage1」を開催する。

会員歯科医師および会員診療所スタッフ対象と
した、「BEAMS研修（医療機関向け虐待対応プロ
グラム）Stage1」を開催し、児童虐待の早期発
見に対しての理解を深めた。

昨年度に引き続き、「BEAMS研修（医療機関
向け虐待対応プログラム」を開催する。ま
た、特定妊婦や０日死に関する勉強会などを
開催し乳幼児虐待に対して歯科医師会として
協力できる部分への理解を深める

13 神奈川県栄養士会
小児期の口腔機能の発達について理解し、食べ
る機能に合わせた食事支援について歯科勤務栄
養士より学ぶ研修会を12月に開催。

栄養ケア・ステーションスキルアップ研修会歯
科医院の認定栄養ケア・ステーション管理栄養
士より歯科医院での地域にむけた取組について
講話　7月13日　26名参加

14 神奈川県栄養士会
継続して、地域での離乳食教室を開催してい
る。

横浜市中央卸売市場からの委託で作成した魚を
使った「とりわけ離乳食レシピ」を使用して、
離乳食教室で調理実演し魚料理を離乳食に活用
市内子育て拠点、子育て広場等４か所で開催

15
横浜市食生活等改善
推進員協議会

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対
し「よく嚙んで食べることの大切さ」を伝え
る。

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対
し「よく嚙んで食べることの大切さ」を伝え
た。

16
横浜市私立保育園こ
ども園園長会

横浜市私立保育園こども園における嘱託歯科医
師による年2回の歯科検診の実施および保護者へ
の啓蒙活動

嘱託歯科医師による年２回の歯科検診は実施。
保護者への啓蒙については園によってばらつき
があった。

横浜市私立保育園こども園における嘱託歯科医師による年2回
の歯科検診の実施。会員に向けて保護者への報告や指導を丁
寧に行うよう周知する。

令和８年度取組計画

本会と横浜市に
よる「母子歯科
口腔保健の推進
に関する連携協
定」に則り、包
括的な母子口腔
保健事業を推進
し、かかりつけ
歯科医制度の拡
充を図る。

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対し「よく嚙ん
で食べることの大切さ」を伝える。

小児期の口腔機能の発達について理解し、食べる機能に合わ
せた食事支援について理解を深める

口腔機能発達に合わせた離乳食の進め方をふまえ、継続して
地域での離乳食教室を開催する

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対し「よく嚙ん
で食べることの大切さ」を伝える。

横浜市歯科口腔保健推進計画に基づく主な取組（関係機関・団体）ライフステージ順

乳
幼
児
期

令和７年度

妊
娠
期

令和８年度

本会と横浜市に
よる「母子歯科
口腔保健の推進
に関する連携協
定」に則り、包
括的な母子口腔
保健事業を推進
し、かかりつけ
歯科医制度の拡
充を図る。

子育て支援の場において妊娠中の口腔ケアの大切さを伝え
る。

子育て支援の場において、こどもの口腔ケアの必要性を伝え
る。

駒岡地域ケアプラザにおいては、令和８年度の乳幼児期に関
しての取り組みは予定していません。
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17 横浜市歯科医師会
従来より実施されている横浜市巡回歯科衛生士
事業を拡充し、歯科口腔に関わる啓発を行って
いく。

横浜市巡回歯科衛生士事業では、歯科衛生士が
市内３７５校へ訪問し、歯科保健活動を実施し
た

18 横浜市歯科医師会
歯科口腔保健教育として、歯と口腔に関する学
習や保健指導に必要な教材や資料の提供及び助
言を行う。

児童生徒が使用する健康手帳の改定が実施さ
れ、歯と口腔に関する学習や保健指導に必要な
資料を提供した

19 横浜市歯科医師会 ー ー

20
横浜市食生活等改善
推進員協議会

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対
し「よく噛んで食べることの大切さ」を伝え
る。

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対
し「よく噛んで食べることの大切さ」を伝え
た。

21
横浜市保健活動推進
員会

地域のイベントの機会にオーラルフレイル予防
の必要性を伝える。

各地域で行われるイベントで、地域住民に対し
てオーラルフレイル予防の必要性を伝えると共
に、健康測定の一環として言葉がスムーズに出
るかの口腔機能チェックを行った。

22
神奈川産業保健総合
支援センター

令和7年12月19日に産業保健関係者に対する口腔
ケアと全身の健康についてセミナーを実施予
定。

令和7年12月19日に産業保健関係者に対する口腔
ケアと全身の健康についてセミナーを実施

23 横浜市歯科医師会

糖尿病、心疾患、誤嚥性肺炎等、全身疾患と歯
科疾患との関連についての啓発、関係機関・団
体と連携した活動を行う。また地区単位で「横
浜市疾患別医療介護連携事業」参画を図ってい
く。

糖尿病に関して「糖尿病・歯周病重症化予防の
ための横浜市医科歯科連携事業」心疾患に関し
て「地域のかかりつけ歯科診療所として歯科訪
問診療を推進」誤嚥性肺炎に関して「脳卒中医
科歯科連携事業（VE研修会）」全身疾患に関し
て「周術期等口腔機能管理に関する事業」を施
行し啓発、関係機関・団体と連携し活動を行
なった。また令和5年から続く、地区単位での
「横浜市疾患別医療介護連携事業」に参画し
た。

24 横浜市歯科医師会

所定の研修を修了した会員が在籍する歯科診療
所にて40歳、50歳、60歳、70歳を対象にした歯
周病検診を実施する。さらに今年度より対象年
齢の拡大により20歳、30歳においても同様の検
診を実施する。

所定の研修を修了した会員が在籍する歯科診療
所にて２０歳、３０歳、４０歳、５０歳、６０
歳、７０歳を対象に歯周病検診を行った。また
今年度は７０歳に加え２０歳に対しても個別通
知を行った。

25 横浜市歯科医師会

所定の研修を修了した会員が在籍する歯科診療
所を糖尿病医科歯科連携登録医療機関と定め、
登録医療機関を中心に糖尿病の重症化予防に取
り組む。

糖尿病医科歯科連携登録医療機関新規登録なら
びに登録更新のための研修会を実施し、登録医
療機関の増加を図るとともに既存の登録医療機
関に対し、最新の情報を含む知識の研鑽を図っ
た。

26 横浜市歯科医師会

酸を扱う事業場が法律で６か月毎に義務付けら
れている歯牙酸蝕症健診（特殊歯科健診）の実
施率向上につとめ、事業場で働く労働者の歯科
口腔保健管理を行うほか、労働環境の改善を行
う。

歯牙酸蝕症健診（特殊歯科健診）について、希
望された事業所に対して健診を行い、働く労働
者に対して歯科口腔保健管理を行うほか労働環
境の改善を行った。

27
横浜市食生活等改善
推進員協議会

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対
し「よく噛んで食べることの大切さ」を伝え
る。

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対
し「よく噛んで食べることの大切さ」を伝え
た。

所定の研修を修了した会員が在籍する歯科診療所を糖
尿病医科歯科連携登録医療機関と定め、登録医療機関
を中心に糖尿病の重症化予防に取り組む。引き続き本会HPに
登録医を掲載し市民への有益な情報とする。

酸を扱う事業場が法律で６か月毎に義務付けられてい
る歯牙酸蝕症健診（特殊歯科健診）の実施率向上につ
とめ、事業場で働く労働者の歯科口腔保健管理を行うほか、
労働環境の改善を行う。

食育啓発の場において、働き・子育て世代に対し「よく噛ん
で食べることの大切さ」を伝える。

食育啓発の場において、育ち・学びの世代に対し「よく噛ん
で食べることの大切さ」を伝える。

地域のイベントの機会にオーラルフレイル予防の必要性を伝
える。

産業保健関係者に対する口腔ケアと全身の健康についてセミ
ナーを実施予定。

本年度も左記の事業をとおし、啓発、関係機関・団体と更な
る連携を深め活動する。

所定の研修を修了した会員が在籍する歯科診療所にて２０
歳、３０歳、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳を対象に歯周
病検診を行う。

従来より実施されている横浜市巡回歯科衛生士事業を拡充
し、口腔に関わる啓発を行っていく。
また、歯科口腔保健管理として実施している学校歯科健康診
断や歯科相談を、不登校児童生徒に対して学校歯科医の医療
機関で実施する

児童生徒が使用している健康手帳の数年後のデジタル化に向
けて、必要な教材や資料の提供および助言を行う

不適切な環境で養育されていることが予想される幼児や児童
生徒に対して、歯科口腔管理を目的として児童相談所併設一
時保護所の歯科健診を実施する

学
齢
期

成
人
期
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28
横浜市駒岡地域ケア
プラザ

「GOGO健康講座」を昨年度と同じように行い、
その中に歯科衛生士を招いてのオーラルフレイ
ルの講座を予定している。

「GOGO健康講座」を2ヶ所（駒岡、末吉）で歯科
衛生士、顔ヨガの講師を招聘。各々咀嚼チェッ
クガムや磨き残しチェック、咀嚼に関わる筋肉
のほぐし方や鍛え方について学ぶ機会を提供し
た。

29
横浜市保健活動推進
員会

地域の介護予防の講座や一人暮らしの方への訪
問時において、オーラル予防の大切さやお口の
体操を伝える。

歯科医師から高齢者の介護予防講座時にオーラ
ルフレイル予防の大切さやお口の体操を実施し
た。

30 横浜市薬剤師会

薬局にて横浜市健康福祉局作成の「フレー！フ
レー！フレイル予防リーフレット（チェック
シート）を使用して、オーラルフレイルの
チェックを行う。（令和7年度より追加：鶴見・
西・中・港南・旭・磯子・瀬谷区）

また、令和7年度より、18区において「フレイル
予防薬局認証制度」を開始。認証された薬局に
おいても、「フレー！フレー！フレイル予防
リーフレット（チェックシート）を使用した
チェック、オーラルフレイル予防の相談を実
施。

令和７年度の「フレイル予防薬局認証制度」に
よる認証薬局は６０薬局。口腔やオーラルフレ
イルを含み、フレイル全般に関する相談や指導
助言を実施し、６０薬局全体での取組報告件数
は７７５件。

31 横浜市薬剤師会

薬局にて横浜市健康福祉局作成の「フレー！フ
レー！フレイル予防リーフレット（チェック
シート）を使用してオーラルフレイルのチェッ
クならびにミニ講座を行う。
（令和7年度より追加：鶴見・西・中・港南・
旭・磯子・瀬谷区）

令和７年度は、南・栄・泉・鶴見・西・中・港
南・旭・磯子・瀬谷区の10区で、横浜市健康福
祉局作成の「フレー！フレー！フレイル予防
リーフレット（チェックシート）を使用して
オーラルフレイルのチェックならびにミニ講座
を実施。口腔を含むミニ講座の開催は２８３回
の内、８２回実施。

32 横浜市薬剤師会
引き続き、横浜市薬剤師会ホームページの会員
専用ページに、薬局で配布可能なリーフレット
を作成・掲載し、啓発活動を行う。

横浜市薬剤師会ホームページの会員専用ページ
内に、薬局で配布可能なリーフレットを作成・
掲載し、会員薬局等で活用をいただいた。

33 横浜市歯科医師会

オーラルフレイル等に関する研修会（認知症対
応力向上力研修会含む）を開催し、所定の研修
を受講した会員を「オーラルフレイル相談
医」、診療をおこなう会員歯科診療所を「オー
ラルフレイル・口腔機能低下症対応医療機関」
と定め、オーラルフレイル等の相談、診療に対
応する。

・会員歯科医師を対象に「診療所で行う口腔機
能向上研修会」を開催し、オーラルフレイルに
対する知識を高め、各会員診療所よりオーラル
フレイル予防等啓発を図った。また、所定の研
修を行った会員を「オーラルフレイル相談医」
診療を行う会員歯科診療所を「オーラルフレイ
ル対応医療機関」と定め、オーラルフレイルに
往いて相談、診療に対応した。
・認知症対応力向上研修会にて「認知症地域医
療支援事業実施要綱（厚生労働省要綱）」に基
づき、高齢者が受診する歯科医師に
対し、認知症の人本人とその家族を支えるため
に必要な基礎知識や、医療と介護の連携の重要
性等を習得するための研修を実施した。

34 横浜市歯科医師会
市民のオーラルフレイルの認知度が低いことか
ら認知度向上につとめるほか、オーラルフレイ
ルに関する講演や研修会を実施する。

市内各地区が区民に対してオーラルフレイルに
関する講演や研修会を実施し、認知度向上に努
めた。

35 横浜市歯科医師会

在宅要介護者訪問歯科健診事業 (対象者は主に
要介護３以上）を通じ、健診の結果をもとに相
談対応及び指導も併せて実施し、誤嚥性肺炎等
の疾病の予防及び対象者の低栄養防止・歯科疾
患の重症化予防を図る。

口腔機能管理を必要とする通院困難な在宅高齢
者へのADL維持向上のために実施し た。本事業
は、平成29年度より開始され令和７年度の実地
件数は418件 (上限件数は470件) であった。な
お、事業の効果検証は、研究機関に依頼し現在
検証中である。

36 神奈川県栄養士会 ・継続して市内介護予防事業に取組む。

令和７年11月８日新都市ホールで開催された
「フレイル予防フェス　よこはま」にて、フレ
イル予防栄養相談ブースを出展124名の相談が
あった
・栄養ケア・ステーション市内介護予防事業

37 神奈川県栄養士会

・「高齢者の摂食嚥下セミナー」を開催し、高
齢期における摂食嚥下のメカニズムと個別対応
のポイントを歯科医師から学ぶ研修会の開催を
予定。

在宅栄養ケア推進事業講演会「認知症高齢者へ
の栄養・食生活支援」
「歯科専門職職から見た認知症高齢者の食支
援」
歯科医師・歯科衛生士講師　41名参加

38
横浜市食生活等改善
推進員協議会

食育啓発の場において、実りの世代に対して
「口から食べることの大切さ」を伝える。

食育啓発の場において、実りの世代に対して
「口から食べることの大切さ」を伝えた。

食育啓発の場において、実りの世代に対して「口から食べる
ことの大切さ」を伝える。

令和８年度においても「フレイル予防薬局認証制度」にて認
証された７５薬局にて、「フレー！フレー！フレイル予防
リーフレット（チェックシート）を使用したチェック、オー
ラルフレイル予防の相談を実施。

令和８年度は市内１８区での展開として、薬局にて横浜市健
康福祉局作成の「フレー！フレー！フレイル予防リーフレッ
ト（チェックシート）を使用してオーラルフレイルのチェッ
クならびにミニ講座を行う。

令和８年度も、引き続き、横浜市薬剤師会ホームページの会
員専用ページに、薬局で配布可能なリーフレットを作成・掲
載し、啓発活動を行う。

・会員歯科医師を対象に「診療所で行う口腔機 能向上研修
会」を開催し、オーラルフレイルに対する知識を高め、各会
員診療所よりオーラルフレイル予防等啓発を行う。「オーラ
ルフレイル相談医」「オーラルフレイル対応医療機関」の登
録医療機関を増やすための研修会への受講を周知する。
・認知症対応力向上研修会をとおして、引き続き研鑽を積
む。本研修会受講者は、本会HPにて修了者とし掲載してお
り、認知症人家族の有益な情報として周知していく。

本会も地区歯科医師会としても継続してオーラルフレイルに
関する講演、研修会を開催することにより認知度向上に努め
る

・オーラルフレイル予防の視点をふまえ、継続して市内介護
予防事業に取組む

地域包括ケアシステムを実践するための研修会の実施

健診事業を通じ、要介護者の口腔機能の維持に努め、誤嚥性
肺炎や低栄養・歯科疾患の重症化予防を図るとともに、歯科
口腔保健の啓発を行う。

令和７年度と同様、GOGO健康講座（駒岡、末吉）を開催予
定。オーラルフレイルについて歯科衛生士、顔ヨガ講師を招
く。

地域の介護予防の講座や一人暮らしの方への訪問時におい
て、オーラル予防の大切さやお口の体操を伝える。

高
齢
期

高
齢
期
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39
横浜市心身障害児者
を守る会連盟

当会が開催する福祉大会にて、二次医療機関の
新設並びに横浜市歯科医療センターと地元歯科
医との連携を発展強化し、障害児者の歯科医療
システムをさらに充実発展させることを大会宣
言の中で伝える。行政機関へは二次医療機関の
新設と協力歯科医院との連携システムの構築を
要望していく。

当会が開催する福祉大会にて、二次医療機関の
新設並びに横浜市歯科医療センターと地元歯科
医との連携を発展強化し、障害児者の歯科医療
システムをさらに充実発展させることを大会宣
言の中で伝えた。行政機関へは２次医療機関の
新設と協力歯科医院との連携システムの構築を
要望した。

40 横浜市歯科医師会

 所定の研修会を修了した会員が在籍する歯科診
療所を心身障害児者歯科診療協力医療機関と定
め、  横浜市歯科保健医療センターおよび心身
障害児者歯科診療協力医療機関を中心とする会
員歯科診療所において、高次歯科医療機関と連
携し、障害児・者の歯科診療や歯科口腔保健指
導を行う。

所定の研修会を修了した会員が在籍する歯科 診
療所を心身障害児者歯科診療協力医療機関と定
め、横浜市歯科保健医療センターおよび心身障
害児者歯科診療協力医療機関を中心とする会員
歯科診療所において、高次歯科医療機関と連携
し、障害児・者の歯科診療や歯科口腔保健指導
を行った。

41 横浜市歯科医師会

横浜市歯科保健医療センターの訪問歯科診療事
業において医療的ケア児・者を対象とした歯科
診療の充実を図り、歯科口腔保健活動の啓発を
行う。

医療的ケア児・者に対し、横浜市歯科保健医療
センターおよび会員歯科診療所にて訪問歯科診
療を実施した。

42 横浜市歯科医師会
障害福祉の関係機関・団体等からの依頼に応じ
て、 横浜市歯科保健医療センター職員が障害
児・者の歯科口腔保健に関する講演等を行う。

横浜市医師会、神奈川県歯科医師会からの依頼
に応じて講演等をおこなったほか、日本歯科医
学会、日本障害者歯科学会の学術大会等にて発
表をおこなったほか、学会誌に論文発表をおこ
なった。2028年に開催される第45回日本障害者
歯科学会学術大会が横浜市歯科医師会のもとで
横浜市で開催されることが決定し、3000人規模
の障害者歯科関係者が集う学術大会の準備を始
めた。

43 横浜市歯科医師会
市内の障害児・者歯科診療を担う高次歯科医療
機関の担当者と、障害児・者の歯科診療及び歯
科口腔保健について協議、意見交換を行う。

市内の障害児・者歯科診療を担う高次歯科医療
機関、行政、障害者団体の担当者と、障害児・
者の歯科診療及び歯科口腔保健について協議、
意見・情報の交換を行った。

44 神奈川県栄養士会

口腔機能障害を学ぶスキルアップ研修会を開催
「障害児者にみられる口腔内の特徴と口腔機能
食害による食事課題」歯科医師を講師に研修
し、食関連課題の事例を通した栄養介入方法を
学ぶ演習の開催　11月。

歯科医師の立場より、口腔内の診療からミール
ラウンドに至るまで診療に取り入れる講義
・歯科医師の口腔内科の取組・精神疾患、認知
症患者の特性、摂食嚥下栄養管理
福祉事業部スキルアップ研修会講演
11月30日43名参加

45 横浜市歯科医師会

関係機関・団体と連携、調整し、災害時におけ
る歯科口腔保健活動の準備、対策を各本会、地
区歯科医師会ならびに会員歯科診療所も含めて
行う。

本会が平時から取り組む、災害時歯科医療保健
活動の関係機関・団体、地区歯科医師会との連
携に取り組んだ。

46 神奈川県栄養士会
ビッグレスキューにて、避難所内保健医療福祉
活動訓練に参加　食支援必要な事例に対応　11
月。

11月9日ビッグレスキュー（三浦市）にて、岬陽
小学校避難所内保健医療福祉活動訓練に参加
食支援必要な事例4件に対応

47 神奈川県栄養士会

・令和７年度11月ビッグレスキューに参加。
・昨年同様３月　逗子市、消防・防災フェアに
参加DAT号展示、災害時備蓄食品展示、パック
クッキング紹介。

・令和７年度11月9日ビッグレスキュー（県立城
ケ崎公園）に参加。DAT号の、災害時備蓄食品展
示　アンケート実施80名参加
避難内保健医療福祉活動訓練に参加　栄養相談4
名
・３月1日　逗子市池子第1運動場「令和7年度消
防・防災フェア」に参加DAT号、災害時備蓄食品
展示、パッククッキング紹介。アンケート134名
実施

市内の障害児・者歯科診療を担う高次歯科医療機関、行政、
障害者団体の担当者と、障害児・者の歯科診療及び歯科口腔
保健について協議、意見交換を行う。

高齢・障害施設向け　摂食嚥下スキルアップセミナーの開催

本年度は、現在の平時の取組の練度を上げる取組、また災害
時の保健活動かの災害関連死の予防に重要であることを特に
関係機関・団体へ啓発を予定している。

令和8年度ビッグレスキュー（厚木市）にて、避難所内保健医
療福祉活動訓練に参加　食支援必要な事例に巡回対応

・令和８年度ビッグレスキュー（厚木市）9月1日に参加予定
避難所内保健医療福祉活動訓練に参加予定
・金沢区食生活改善推進員対象「パッククッキング」講習会
開催予定

当会が開催する福祉大会にて、新たにもう一箇所の歯科医療
センターの新設をすること、並びに横浜市歯科医療センター
と地元歯科医との連携を発展強化し、障害児者の歯科医療シ
ステムをさらに充実発展させることを大会宣言の中で伝え
る。行政機関へはもう一箇所の歯科保健医療センターの新設
と協力歯科医院との連携システムの構築を要望する。

所定の研修会を修了した会員が在籍する歯科診療所を 心身障
害児者歯科診療協力医療機関と定め、横浜市 歯科保健医療セ
ンターおよび心身障害児者歯科診療協 力医療機関を中心とす
る会員歯科診療所において、高 次歯科医療機関と連携し、障
害児・者の歯科診療や歯 科口腔保健指導を行う。

横浜市歯科保健医療センターおよび会員診療所において医療
的ケア児・者を対象とした歯科診療の充実を 図り、歯科口腔
保健活動の啓発を行う。

障害福祉の関係機関・団体等からの依頼に応じて、横浜市歯
科保健医療センター職員が障害児・者の歯科口腔保健に関す
る講演等を行う。第45回日本障害者歯科学会学術大会におい
ては、行政、本部会員所属団体、障害者団体、障害者当事
者、歯科医療従事者等の協力のもと準備を進めていく。
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48 横浜市薬剤師会 三師会合同での会議にて、情報共有を予定。 令和７年１２月に実施。

49 横浜市歯科医師会

本会及び会員歯科診療所は全てのライフステー
ジにおける歯科健（検）診に関与している市内
唯一の団体、医療機関である特性を生かし、関
係機関・団体との連携を重視、推進していくこ
とで歯科口腔保健の充実を図る。

本会及び会員歯科診療所はマイナス１歳からの
妊婦歯科健診に始まり、保育園健診、学校検
診、歯周病検診と全てのライフステージにおい
て健診（検診）を行なっており、また関係機関
との連携を重視、推進することで歯科口腔保健
の充実を図った。

50 横浜市歯科医師会

関係機関・団体と連携して6〜７月に歯と口の健
康週間中央行事を開催するほか、歯と口の健康
週間（6月4〜10日）を中心に区歯科医師会にお
いても歯と口の健康に関する啓発活動を行う。
食育に携わる機関、関係団体と協議し、健康寿
命の延伸に向けて「生活習慣病の発症予防や重
症化予防の取組」を行う。

本会としては関係機関・団体と連携して６〜７
月に歯と口の健康週間中央行事を特設サイトに
て期間限定開催した。区歯科医師会としても歯
と口に関する啓発活動や体験型コンテンツなど
を企画し区民に向け歯と口の健康に対する啓発
を行なった。食育推進協議会に参加し食育に携
わる機関、関係団体と協議し、健康寿命の延伸
に向けて「生活習慣病の発症予防や重症化予防
の取組」を行なった。

51 神奈川県栄養士会

・横浜市歯と口の健康週間　名義使用承認協
力。
・他県内各地域での「お口の健康フェスタ」に
参加協力。

・「歯と口の健康週間中央行事2025年」横浜市
歯科医師会へ後援　名義使用承認書送付
・他県内各地域での「お口の健康フェスタ」に
参加協力。

52 神奈川県栄養士会
10月25日健康チャレンジフェアで県、歯科医師
会、歯科衛生士会と連携しオーラルフレイルの
スタンプラリーを行う。

10月25日「健康チャレンジフェア2025」で県、
歯科医師会、歯科衛生士会と連携しオーラルフ
レイルのスタンプラリーに100名参加

53 横浜市医師会
横浜市内18区にある在宅医療連携拠点内が活動
の一環として、市民啓発講演会を開催。名称：
歯とお口の健康習慣イベント。

横浜市内18区にある在宅医療連携拠点内が活動
の一環として、研修を１件開催。名称：歯と口
の健康週間行事

54 横浜市薬剤師会 ー

令和７年１２月に横浜市健康福祉局より、「歯
周病検診」の周知依頼があり、会員への周知と
横浜市薬剤師会ホームページ内にチラシ掲載を
実施し、啓発活動に努めた。

55 横浜市薬剤師会 ー

令和８年２月にお薬手帳の改訂作成が終了し、
改訂にあたり横浜市歯科医師会ページの更新を
依頼し、執筆いただいた。同月末より、会員薬
局等向けに販売を開始。

「健康チャレンジフェア2026」で県、歯科医師会、歯科衛生
士会とオーラルフレイルのスタンプラリー連携協力予定。

横浜市内18区にある在宅医療連携拠点内が活動の一環とし
て、市民啓発講演会を開催。（予定）

令和８年度も同様に「歯周病検診」について、横浜市薬剤師
会ホームページ内にチラシ掲載と、会員による啓発活動を継
続する。

令和８年度も同様に、お薬手帳の普及啓発に向けて販売を継
続する。

令和８年度も、三師会合同での会議にて、情報共有を予定。

本会及び会員歯科診療所は全てのライフステージにおける歯
科健（検）診に関与している市内唯一の団体、医療機関であ
る特性を生かし、関係機関・団体との連携を重視、推進して
いくことで歯科口腔保健の充実を図る。

本年度も６月〜７月にかけて歯と口の健康週間中央行事を特
設サイトにて開催する。各区においても６月を中心に歯と口
の健康週間行事を開催し、歯と口の健康に関する啓発活動を
行う。また食育推進協議会においても継続参画し、「生涯に
渡り、自分の歯で美味しく食事を摂るため歯科的観点からの
助言」「生活習慣病の発症予防や重症化予防の取組」を行
う。

・横浜市「歯と口の健康週間中央行事2026」横浜市歯科医師
会へ後援　名義使用承認書送付
・他県内各地域での「お口の健康フェスタ」に参加協力。
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